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サステナビリティで業界をリード 

ヘンケル、サステナビリティ格付けにおいてトップに 
 
 

ヘンケルは、昨年 12 月 22 日に発表されたイーコム･リサーチ社の「家庭および個人向け製品」業界

における報告書で B評価を受け、非常に好調な業界の企業 34社の中で首位を獲得し、再び「Prime

（プライム）」に認定されました。 

 

イーコム･リサーチ社は一般的基準のほか、業界ごとに設定した社会面および環境面での基準を

100 項目以上にわたって分析し、企業のサステナビリティについて評価を行います。C+以上の評価

を受けた家庭向け製品業界の企業は「プライム」に認定されます。これは、その企業が業界をリードし、

イーコム･リサーチ社独自の格付けにおける最低限の評価基準を満たしていることを認定するもので

す。ヘンケルは一般ならびに業界別基準の双方において、非常に高い B評価を獲得しました。 

 

さらに、ヘンケルのサステナビリティは、ハノーバー証券取引所による Global Challenges Index や

STOXX Global ESG Leadersインデックス、MSCIワールド・インデックスおよびヨーロッパ・インデッ

クスの構成銘柄にも引き続き選出されました。 

 

サステナビリティにおける業界トップの位置をさらに不動のものとしたいという強い希望は、ヘンケル

の企業価値にしっかりと根ざしています。ヘンケルは、顧客や消費者、自らが参加しているコミュニテ

ィ、そして会社そのもののために、いっそう価値を高めると同時に、環境フットプリントを削減すべく努

めています。ヘンケルは 2015 年までの最初の 5 年間で中間目標を達成するのみならず、これを上

回る成果をあげることができました。長期目標である「ファクター3（3 倍数）」の実現に向かって、今後

もさらなるサステナビリティの向上に注力していきます。そこで、ヘンケルでは新たな中間目標を設定

しました。2020年までに、ヘンケルが創出する価値と環境フットプリントとの関係を、全体で 75%改善

したいと考えています。 

 

（本プレスリリースは、2016 年 12月 22日にドイツ・ヘンケル本社が発表したプレスリリースの翻訳版です） 
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ヘンケルについて 

ヘンケルはブランドとテクノロジーのグローバルリーダーとして、ランドリー＆ホームケア、ビューティーケア、アド

ヒーシブテクノロジーズ（接着技術）の 3つの分野で事業展開をしています。ヘンケルは 1876年の創立以来、

コンシューマービジネスおよび産業分野において、Persil（パーシル）、Schwarzkopf（シュワルツコフ）、Loctite（ロ

ックタイト）などに代表される有名なブランドの数々と共に、グローバルにおけるマーケットリーダーとしての地位

を維持しています。ヘンケルの従業員数は約 50,000人であり、2015年の売上高は 181 億ユーロ、調整後の営

業利益は 29億ユーロを計上しました。ヘンケルの優先株はドイツ株式指数 DAXのリストに入っております。 

 

ヘンケルジャパンホームページ： http://www.henkel.co.jp 

ヘンケルジャパンフェイスブックページ： http://www.facebook.com/HenkelJapan 

 
－本件に関するお問合せ先－ 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 黒木 健 

Phone： 080-4859-0988  Email： takeshi.kuroki@henkel.com 
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